


FEATURE
This month's

Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
の
取
り
組
み

【
令
和
２
年
度 

実
践
概
況
報
告
】

今月の特集

　
当
組
合
は
、
令
和
元
年
度
の
通
常
総
代
会
で
決
議
し
た
「
Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
同
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
３
カ
年
に
お
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
期
計
画
の
具
体
的
な
取
組
内
容
は
、
第
34
回
岡
山
県
Ｊ
Ａ
大
会
で
決
議
さ
れ
た
県
下
Ｊ
Ａ
統
一
の
重

点
的
取
組
事
項
（
９
項
目
）
別
に
掲
げ
て
、
年
度
ご
と
に
進
捗
管
理
や
実
践
状
況
の
検
証
を
行
っ
た
後
、

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
広
報
誌
等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
３
カ
年
計
画
の
第
２
年
度
（
令
和
２
年
度
）
の
実
践
概
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

・
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
契
約
野
菜
の

作
付
推
進
を
行
っ
た
結
果
、
藤
田
地
区

２
件
で
キ
ャ
ベ
ツ
0
・
8
㌶
、
瀬
戸
内

地
区
１
件
で
キ
ャ
ベ
ツ
0
・
5
㌶
の
作

付
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

②
米
の
主
要
品
種
な
ら
び
に
業
務
用

米
の
安
定
多
収
生
産
技
術
の
確
立

・「
ア
ケ
ボ
ノ
」
の
多
収
性
技
術
の
実

証
を
目
的
に
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
、
上

空
か
ら
水
田
を
撮
影
し
、
葉
色
診
断
と

生
育
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
分
析
結
果

を
関
係
機
関
と
協
議
し
、
無
人
ヘ
リ
に

③
小
麦
お
よ
び
ビ
ー
ル
麦
の
作
付
拡

大
と
安
定
多
収
技
術
の
確
立

・
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
岡
山
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー

ム
岡
山
と
連
携
し
、
適
切
な
指
導
を

実
施
し
多
収
・
高
品
質
に
む
け
た
生

産
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
２

年
産
実
績
で
二
条
大
麦
１
，８
０
０
㌶
、

小
麦
７
２
３
㌶
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
３
年
産
播
種
に
お
い
て
「
ミ

ハ
ル
ゴ
ー
ル
ド
」
に
代
わ
り
導
入
予
定

の
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
種
子
の
確

保
の
た
め
、
管
内
採
種
ほ
場
に
お
い
て

生
産
部
会
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、

21
㌶
で
栽
培
を
実
施
し
品
種
転
換
に

む
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
野
菜
振
興
品
目
の
生
産
拡
大
と
野

菜
産
地
の
育
成

・
園
芸
振
興
品
目
に
お
い
て
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
白
菜
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
17
・
２
㌶

の
生
産
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
契
約
野
菜
の
作
付
推
進
と
し
て
、
次

年
度
に
む
け
て
の
作
付
提
案
を
行
い
、

キ
ャ
ベ
ツ
1
・
3
㌶
を
確
保
し
ま
し
た
。

⑤
果
樹
振
興
品
種
、
有
望
品
種
の
生

産
拡
大
と
主
要
品
種
の
高
品
質
安

定
生
産

・
桃
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢
白
桃

等
）、
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー
ネ
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
）
3
・
8
㌶
の
生
産

拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
果
樹
作
業
防
除
暦
（
５
品
目
・
９
種

類
）
を
作
成
し
配
付
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
会
等
を
通
じ
安
定
生
産
に
む
け

た
栽
培
指
導
に
努
め
ま
し
た
。

⑥
施
設
・
露
地
花
き
の
産
地
規
模
の

維
持
・
拡
大
お
よ
び
新
規
品
目
の

生
産
拡
大
と
産
地
化

・
ケ
イ
ト
ウ
（
夏
期
）
と
切
り
花
葉
ボ

タ
ン
（
冬
期
）
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
複
合
栽
培
に
つ
い
て
管
内
花
き
産
地

の
補
完
品
目
と
し
て
作
付
推
進
を
行
い

２
名
の
農
家
が
栽
培
し
ま
し
た
。

⑦
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
子
牛
の
生
産
技
術
向
上
と
県
の
基
幹

種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
年
間
出
荷
頭
数
１
９

９
頭
の
う
ち
18
頭
の「
お
か
や
ま
四
ツ

☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

（
出
荷
率
9
・
0
％
）

①
大
規
模
農
家
の
経
営
複
合
化
・
法

人
化
の
推
進

・
管
内
の
担
い
手
農
家
に
対
し
、
経
営

診
断
や
法
人
化
支
援
な
ど
農
福
連
携

も
含
め
関
係
機
関
と
連
携
し
個
人
５

名
、
１
法
人
に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

②
新
規
栽
培
者
の
育
成
と
部
会
活
動

の
活
性
化

・
女
性
部
（
10
支
部
）
に
対
し
て
農
産

物
直
売
所
や
朝
市
へ
の
出
荷
む
け
に
野

・
全
農
む
け
業
務
・
加
工
用
の
秋
冬

野
菜
の
出
荷
を
計
画
的
に
行
い
ま
し

た
。（
キ
ャ
ベ
ツ
：
７
６
４
㌧
前
年
対
比

97
％
）（
白
菜
：
１
，１
４
３
㌧
前
年
対

比
１
０
１
％
）

・
施
設
ナ
ス
に
つ
い
て
は
、
重
点
取
引

市
場
と
の
契
約
販
売
が
昨
年
よ
り
大

幅
に
増
加
し
、
有
利
販
売
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。（
出
荷
実
績
84
㌧ 

前
年
対

比
３
８
７
％
）

・
管
内
の
青
果
物
に
つ
い
て
、
産
地
情

報
な
ら
び
に
市
場
情
勢
の
情
報
発
信

（
月
２
回
）
を
行
う
と
と
も
に
、
重
点

取
引
市
場
、
仲
卸
等
と
連
携
し
、
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

・
鮮
度
維
持
装
置
（
冷
蔵
庫
）
を
活
用

し
、
12
月
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

首
都
圏
市
場
へ
の
出
荷
を
行
い
有
利
販

売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
出
荷
実
績

3
・
3
㌧ 

前
年
対
比
１
６
５
％
）

・「
は
な
や
か
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に
お
い

て
、
新
た
に
「
黄
ニ
ラ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

鍋
セ
ッ
ト
」、「
野
菜
の
詰
合
せ
」
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
精
米
商
品
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

・
２
０
２
１
年
度
「
花
野
果
ギ
フ
ト
」
に

お
い
て
、
管
内
の
特
産
品
21
商
品
を
採

用
し
、
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
県
外
の
販
促
活
動
・
試
食
宣
伝
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
る
中
、
岡
山

駅
の
「
エ
キ
チ
カ
広
場
」
で
販
促
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
青
果
物
の
消
費
拡

大
と
と
も
に
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度

向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。（
7
月
：
桃
・

ブ
ド
ウ
・
野
菜
等
、12
月
：
梨
・
野
菜
等
、

３
月
：
イ
チ
ゴ
・
野
菜
等
）

・
「
清
水
白
桃
」、
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン

な
ど
の
下
位
等
級
の
買
取
り
を
行
い
、

一
次
加
工
品
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
で

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
一
次
加
工
品
を
原

材
料
に
白
桃
、
ミ
カ
ン
、
ブ
ド
ウ
の
プ

レ
ミ
ア
ム
ジ
ュ
ー
ス
３
商
品
の
試
作
を

行
い
ま
し
た
。

①
農
地
の
流
動
化
に
よ
る
ほ
場
の
集

積
・
整
備
並
び
に
モ
デ
ル
生
産
団

地
の
育
成

・
営
農
振
興
協
議
会
（
３
市
１
町
）
を

各
年
２
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
む
け
た
取
り

組
み
と
し
て
果
樹
部
会
を
対
象
に
推

進
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
行
政
、
関

係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
モ
デ

ル
産
地
と
し
て
２
部
会
を
選
定
し
栽
培

園
地
の
地
図
の
情
報
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

②
農
作
業
受
委
託
組
織
に
よ
る
農
作

業
支
援
体
制
の
確
立

・「
１
日
農
業
バ
イ
ト
ｄ
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」

の
管
内
大
型
農
家
へ
の
登
録
提
案
を
行

い
、
円
滑
な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（
登
録
者
数
26
名
、

成
立
件
数
１
２
４
件
）

①
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
体
制
の
充
実

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
月
１
回
開

催
し
、
本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の
営

農
指
導
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連
携

を
図
り
ま
し
た
。

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
担
当
地

区
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員

と
地
区
担
当
者
に
お
い
て
訪
問
管
理
を

行
い
、
未
利
用
・
低
利
用
農
家
に
対
し
、

専
門
知
識
を
活
か
し
た
予
約
推
進
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
任
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
な
ら
び

に
、
セ
ン
タ
ー
担
当
者
の
早
期
育
成
に

む
け
て
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー
カ
ー
と
実

践
的
な
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
女
性
部

と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
５
会
場
：

２
１
０
人
参
加
：
芋
ほ
り
、
工
作
、
お

に
ぎ
り
作
り
な
ど
）

組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
実
施
支
所
等
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に

よ
り
受
診
者
を
募
り
、
各
種
健
診
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
疾
病
の

早
期
発
見
な
ど
、
健
康
増
進
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。（
33
会
場
：
受
診

者
数
９
３
６
名
）

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
、
グ
ル
メ
ツ
ア
ー

の
実
施

・「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」
に
つ
い
て
、

支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
施
し
た
う
え
で
、
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
や
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
お
よ
び
広
島
県
の
助

成
金
を
利
用
し
た
旅
行
の
企
画
を
行
い

ま
し
た
。

女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹

介
や
加
入
促
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ

ぐ
ろ
ぐ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
発
刊

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と

な
る
な
か
、
お
米
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
集

を
作
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
消
費
者

等
へ
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
、
食
文
化

の
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
女
性
部
に

お
い
て
は
レ
シ
ピ
集
の
活
用
に
よ
る
仲

間
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

※
女
性
部
20
支
部
　
部
員
２
，７
０
５

名
（
内
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
53
名
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
は
、
令
和
２
年
８
月

に
、
ブ
ド
ウ
を
テ
ー
マ
に
「
２
０
２
０

夏
号
」（
18
万
９
千
部
）、
令
和
３
年
１

月
に
、
イ
チ
ゴ
を
テ
ー
マ
に
「
２
０
２
１

冬
号
」（
17
万
５
千
部
）
を
発
刊
し
ま

し
た
。

よ
る
可
変
施
肥
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
ほ
場
内
の
葉
色
と
茎
数

等
の
生
育
の
バ
ラ
つ
き
を
解
消
し
た
こ

と
に
よ
り
、
慣
行
区
よ
り
10
㌃
当
り
20

〜
30
㌔
の
増
収
と
な
り
、
次
年
度
も
継

続
し
て
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
い
ま
す
。

・「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
代
わ
る
品
種
と
し

て
、「
お
て
ん
と
そ
だ
ち
」（
１
カ
所
）
な

ら
び
に
「
き
ぬ
む
す
め
」の
県
南
部
に
お

け
る
産
地
適
正
試
験
を
各
営
農
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
試
験
区

（
お
て
ん
と
そ
だ
ち
）
４
２
３
㌔
／
10

㌃
、
慣
行
区
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
４
５
９
㌔

／
10
㌃
と
な
り
ま
し
た
。
き
ぬ
む
す
め

（
ほ
場
）：
試
験
区
５
５
５
㌔
／
10
㌃（
平

均
）、
慣
行
区
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
５
０
７

㌔
／
10
㌃
と
な
り
ま
し
た
。

　「
き
ぬ
む
す
め
」
は
県
南
部
で
は
高

温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
が
み
ら
れ

た
た
め
、
継
続
し
て
有
望
品
種
の
選
定

試
験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

菜
、
果
樹
の
栽
培
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
野
菜
：
13
回
開
催
（
２
２
６
名
）・

果
樹
：
４
回
開
催
（
１
０
１
名
）

・
既
存
の
園
芸
産
地
に
お
け
る
新
規

栽
培
者
の
確
保
の
た
め
、
関
係
機
関
と

営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
生
産
部

会
へ
の
加
入
推
進
を
行
い
、
野
菜
：
12

名
、
果
樹
：
４
名
、
花
き
：
５
名
の
方

が
加
入
し
ま
し
た
。

③
新
規
就
農
者
の
受
入
体
制
整
備
と

就
農
支
援

・
就
農
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
関

す
る
新
た
な
研
修
受
入
先
と
し
て
管

内
の
生
産
部
会
と
関
係
機
関
が
連
携

し
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
担
い
手
定
例
会
へ
参
加

し
、
新
規
就
農
者
情
報
な
ら
び
に
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
進
め
方
等
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
た
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。

④
集
落
営
農
組
織
の
育
成
と
活
性
化

支
援

・
管
内
の
集
落
営
農
組
織
に
対
し
高

収
益
作
物
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
作
付
け

提
案
を
行
い
、
品
目
の
選
定
・
取
り

組
み
方
法
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

①
農
畜
産
物
販
売
高
の
向
上
と
確
保

・
令
和
２
年
産
米
よ
り
、Ｊ
Ａ
岡
山
オ

リ
ジ
ナ
ル
精
米
商
品
と
し
て
「
朝
日
」、

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、「
温
羅
の
舞
」（「
ア

ケ
ボ
ノ
」
と
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
ブ
レ

ン
ド
）を
直
売
所
お
よ
び
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
「
は
な
や
か
オ
ン
ラ
イ
ン
」、
郵
便

局
、
岡
山
駅
の
「
エ
キ
チ
カ
広
場
」
で

の
販
促
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

２
．意
欲
あ
る
担
い
手
の

確
保･

育
成

ぱれっと　23　ぱれっと　

１.
農
畜
産
物
の
生
産
振
興



予 告

①
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

・
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
契
約
野
菜
の

作
付
推
進
を
行
っ
た
結
果
、
藤
田
地
区

２
件
で
キ
ャ
ベ
ツ
0
・
8
㌶
、
瀬
戸
内

地
区
１
件
で
キ
ャ
ベ
ツ
0
・
5
㌶
の
作

付
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

②
米
の
主
要
品
種
な
ら
び
に
業
務
用

米
の
安
定
多
収
生
産
技
術
の
確
立

・「
ア
ケ
ボ
ノ
」
の
多
収
性
技
術
の
実

証
を
目
的
に
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
、
上

空
か
ら
水
田
を
撮
影
し
、
葉
色
診
断
と

生
育
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
分
析
結
果

を
関
係
機
関
と
協
議
し
、
無
人
ヘ
リ
に

③
小
麦
お
よ
び
ビ
ー
ル
麦
の
作
付
拡

大
と
安
定
多
収
技
術
の
確
立

・
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
岡
山
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー

ム
岡
山
と
連
携
し
、
適
切
な
指
導
を

実
施
し
多
収
・
高
品
質
に
む
け
た
生

産
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
２

年
産
実
績
で
二
条
大
麦
１
，８
０
０
㌶
、

小
麦
７
２
３
㌶
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
３
年
産
播
種
に
お
い
て
「
ミ

ハ
ル
ゴ
ー
ル
ド
」
に
代
わ
り
導
入
予
定

の
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
種
子
の
確

保
の
た
め
、
管
内
採
種
ほ
場
に
お
い
て

生
産
部
会
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、

21
㌶
で
栽
培
を
実
施
し
品
種
転
換
に

む
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
野
菜
振
興
品
目
の
生
産
拡
大
と
野

菜
産
地
の
育
成

・
園
芸
振
興
品
目
に
お
い
て
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
白
菜
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
17
・
２
㌶

の
生
産
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
契
約
野
菜
の
作
付
推
進
と
し
て
、
次

年
度
に
む
け
て
の
作
付
提
案
を
行
い
、

キ
ャ
ベ
ツ
1
・
3
㌶
を
確
保
し
ま
し
た
。

⑤
果
樹
振
興
品
種
、
有
望
品
種
の
生

産
拡
大
と
主
要
品
種
の
高
品
質
安

定
生
産

・
桃
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢
白
桃

等
）、
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー
ネ
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
）
3
・
8
㌶
の
生
産

拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
果
樹
作
業
防
除
暦
（
５
品
目
・
９
種

類
）
を
作
成
し
配
付
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
会
等
を
通
じ
安
定
生
産
に
む
け

た
栽
培
指
導
に
努
め
ま
し
た
。

⑥
施
設
・
露
地
花
き
の
産
地
規
模
の

維
持
・
拡
大
お
よ
び
新
規
品
目
の

生
産
拡
大
と
産
地
化

・
ケ
イ
ト
ウ
（
夏
期
）
と
切
り
花
葉
ボ

タ
ン
（
冬
期
）
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
複
合
栽
培
に
つ
い
て
管
内
花
き
産
地

の
補
完
品
目
と
し
て
作
付
推
進
を
行
い

２
名
の
農
家
が
栽
培
し
ま
し
た
。

⑦
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
子
牛
の
生
産
技
術
向
上
と
県
の
基
幹

種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
年
間
出
荷
頭
数
１
９

９
頭
の
う
ち
18
頭
の「
お
か
や
ま
四
ツ

☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

（
出
荷
率
9
・
0
％
）

①
大
規
模
農
家
の
経
営
複
合
化
・
法

人
化
の
推
進

・
管
内
の
担
い
手
農
家
に
対
し
、
経
営

診
断
や
法
人
化
支
援
な
ど
農
福
連
携

も
含
め
関
係
機
関
と
連
携
し
個
人
５

名
、
１
法
人
に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

②
新
規
栽
培
者
の
育
成
と
部
会
活
動

の
活
性
化

・
女
性
部
（
10
支
部
）
に
対
し
て
農
産

物
直
売
所
や
朝
市
へ
の
出
荷
む
け
に
野

・
全
農
む
け
業
務
・
加
工
用
の
秋
冬

野
菜
の
出
荷
を
計
画
的
に
行
い
ま
し

た
。（
キ
ャ
ベ
ツ
：
７
６
４
㌧
前
年
対
比

97
％
）（
白
菜
：
１
，１
４
３
㌧
前
年
対

比
１
０
１
％
）

・
施
設
ナ
ス
に
つ
い
て
は
、
重
点
取
引

市
場
と
の
契
約
販
売
が
昨
年
よ
り
大

幅
に
増
加
し
、
有
利
販
売
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。（
出
荷
実
績
84
㌧ 

前
年
対

比
３
８
７
％
）

・
管
内
の
青
果
物
に
つ
い
て
、
産
地
情

報
な
ら
び
に
市
場
情
勢
の
情
報
発
信

（
月
２
回
）
を
行
う
と
と
も
に
、
重
点

取
引
市
場
、
仲
卸
等
と
連
携
し
、
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

・
鮮
度
維
持
装
置
（
冷
蔵
庫
）
を
活
用

し
、
12
月
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

首
都
圏
市
場
へ
の
出
荷
を
行
い
有
利
販

売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
出
荷
実
績

3
・
3
㌧ 

前
年
対
比
１
６
５
％
）

・「
は
な
や
か
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に
お
い

て
、
新
た
に
「
黄
ニ
ラ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

鍋
セ
ッ
ト
」、「
野
菜
の
詰
合
せ
」
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
精
米
商
品
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

・
２
０
２
１
年
度
「
花
野
果
ギ
フ
ト
」
に

お
い
て
、
管
内
の
特
産
品
21
商
品
を
採

用
し
、
地
産
地
消
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
県
外
の
販
促
活
動
・
試
食
宣
伝
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
る
中
、
岡
山

駅
の
「
エ
キ
チ
カ
広
場
」
で
販
促
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
青
果
物
の
消
費
拡

大
と
と
も
に
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度

向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。（
7
月
：
桃
・

ブ
ド
ウ
・
野
菜
等
、12
月
：
梨
・
野
菜
等
、

３
月
：
イ
チ
ゴ
・
野
菜
等
）

・
「
清
水
白
桃
」、
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン

な
ど
の
下
位
等
級
の
買
取
り
を
行
い
、

一
次
加
工
品
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
で

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
一
次
加
工
品
を
原

材
料
に
白
桃
、
ミ
カ
ン
、
ブ
ド
ウ
の
プ

レ
ミ
ア
ム
ジ
ュ
ー
ス
３
商
品
の
試
作
を

行
い
ま
し
た
。

①
農
地
の
流
動
化
に
よ
る
ほ
場
の
集

積
・
整
備
並
び
に
モ
デ
ル
生
産
団

地
の
育
成

・
営
農
振
興
協
議
会
（
３
市
１
町
）
を

各
年
２
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
む
け
た
取
り

組
み
と
し
て
果
樹
部
会
を
対
象
に
推

進
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
行
政
、
関

係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
モ
デ

ル
産
地
と
し
て
２
部
会
を
選
定
し
栽
培

園
地
の
地
図
の
情
報
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

②
農
作
業
受
委
託
組
織
に
よ
る
農
作

業
支
援
体
制
の
確
立

・「
１
日
農
業
バ
イ
ト
ｄ
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」

の
管
内
大
型
農
家
へ
の
登
録
提
案
を
行

い
、
円
滑
な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。（
登
録
者
数
26
名
、

成
立
件
数
１
２
４
件
）

①
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
体
制
の
充
実

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
月
１
回
開

催
し
、
本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の
営

農
指
導
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連
携

を
図
り
ま
し
た
。

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
担
当
地

区
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員

と
地
区
担
当
者
に
お
い
て
訪
問
管
理
を

行
い
、
未
利
用
・
低
利
用
農
家
に
対
し
、

専
門
知
識
を
活
か
し
た
予
約
推
進
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
任
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
な
ら
び

に
、
セ
ン
タ
ー
担
当
者
の
早
期
育
成
に

む
け
て
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー
カ
ー
と
実

践
的
な
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
女
性
部

と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
５
会
場
：

２
１
０
人
参
加
：
芋
ほ
り
、
工
作
、
お

に
ぎ
り
作
り
な
ど
）

組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
実
施
支
所
等
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に

よ
り
受
診
者
を
募
り
、
各
種
健
診
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
疾
病
の

早
期
発
見
な
ど
、
健
康
増
進
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。（
33
会
場
：
受
診

者
数
９
３
６
名
）

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
、
グ
ル
メ
ツ
ア
ー

の
実
施

・「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」
に
つ
い
て
、

支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
施
し
た
う
え
で
、
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
や
、

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
お
よ
び
広
島
県
の
助

成
金
を
利
用
し
た
旅
行
の
企
画
を
行
い

ま
し
た
。

女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹

介
や
加
入
促
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ

ぐ
ろ
ぐ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
発
刊

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と

な
る
な
か
、
お
米
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
集

を
作
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
消
費
者

等
へ
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
、
食
文
化

の
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
女
性
部
に

お
い
て
は
レ
シ
ピ
集
の
活
用
に
よ
る
仲

間
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

※
女
性
部
20
支
部
　
部
員
２
，７
０
５

名
（
内
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
53
名
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
は
、
令
和
２
年
８
月

に
、
ブ
ド
ウ
を
テ
ー
マ
に
「
２
０
２
０

夏
号
」（
18
万
９
千
部
）、
令
和
３
年
１

月
に
、
イ
チ
ゴ
を
テ
ー
マ
に
「
２
０
２
１

冬
号
」（
17
万
５
千
部
）
を
発
刊
し
ま

し
た
。

よ
る
可
変
施
肥
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
ほ
場
内
の
葉
色
と
茎
数

等
の
生
育
の
バ
ラ
つ
き
を
解
消
し
た
こ

と
に
よ
り
、
慣
行
区
よ
り
10
㌃
当
り
20

〜
30
㌔
の
増
収
と
な
り
、
次
年
度
も
継

続
し
て
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
い
ま
す
。

・「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
代
わ
る
品
種
と
し

て
、「
お
て
ん
と
そ
だ
ち
」（
１
カ
所
）
な

ら
び
に
「
き
ぬ
む
す
め
」の
県
南
部
に
お

け
る
産
地
適
正
試
験
を
各
営
農
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
試
験
区

（
お
て
ん
と
そ
だ
ち
）
４
２
３
㌔
／
10

㌃
、
慣
行
区
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
４
５
９
㌔

／
10
㌃
と
な
り
ま
し
た
。
き
ぬ
む
す
め

（
ほ
場
）：
試
験
区
５
５
５
㌔
／
10
㌃（
平

均
）、
慣
行
区
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
５
０
７

㌔
／
10
㌃
と
な
り
ま
し
た
。

　「
き
ぬ
む
す
め
」
は
県
南
部
で
は
高

温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
が
み
ら
れ

た
た
め
、
継
続
し
て
有
望
品
種
の
選
定

試
験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

菜
、
果
樹
の
栽
培
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
野
菜
：
13
回
開
催
（
２
２
６
名
）・

果
樹
：
４
回
開
催
（
１
０
１
名
）

・
既
存
の
園
芸
産
地
に
お
け
る
新
規

栽
培
者
の
確
保
の
た
め
、
関
係
機
関
と

営
農
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
生
産
部

会
へ
の
加
入
推
進
を
行
い
、
野
菜
：
12

名
、
果
樹
：
４
名
、
花
き
：
５
名
の
方

が
加
入
し
ま
し
た
。

③
新
規
就
農
者
の
受
入
体
制
整
備
と

就
農
支
援

・
就
農
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
関

す
る
新
た
な
研
修
受
入
先
と
し
て
管

内
の
生
産
部
会
と
関
係
機
関
が
連
携

し
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
担
い
手
定
例
会
へ
参
加

し
、
新
規
就
農
者
情
報
な
ら
び
に
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
進
め
方
等
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
た
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。

④
集
落
営
農
組
織
の
育
成
と
活
性
化

支
援

・
管
内
の
集
落
営
農
組
織
に
対
し
高

収
益
作
物
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
作
付
け

提
案
を
行
い
、
品
目
の
選
定
・
取
り

組
み
方
法
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

①
農
畜
産
物
販
売
高
の
向
上
と
確
保

・
令
和
２
年
産
米
よ
り
、Ｊ
Ａ
岡
山
オ

リ
ジ
ナ
ル
精
米
商
品
と
し
て
「
朝
日
」、

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、「
温
羅
の
舞
」（「
ア

ケ
ボ
ノ
」
と
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
ブ
レ

ン
ド
）を
直
売
所
お
よ
び
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
「
は
な
や
か
オ
ン
ラ
イ
ン
」、
郵
便

局
、
岡
山
駅
の
「
エ
キ
チ
カ
広
場
」
で

の
販
促
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

３
．販
売
戦
略
の
強
化
と

販
売
体
制
づ
く
り

４
．農
地
の
流
動
化
と
労
働

支
援
の
推
進
に
よ
る
農

地
の
有
効
活
用

５
．営
農
指
導
体
制
の
充
実

６
．食
農
教
育
活
動
を
通

じ
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
活
性
化

７
．総
合
事
業
を
通
じ
た

生
活
イ
ン
フ
ラ（
生
活

基
盤
）機
能
の
発
揮

８
．支
所
等
を
拠
点
と
し
た

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」

の
実
践

９
．正･

准
組
合
員
と
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

ぱ
れ
っ
と
８
月
号
で
は
、「
第
21
回
通
常
総
代
会
報
告
」を
掲
載

予
定
で
す
。

は
な
や
か

う
　 

ら
　
　
　
ま
い
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　5
月
17
日
、
長
船
地
区
の
花
き
・
米

麦
農
家
の
大
森
茂
利
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　私
の
家
は
は
も
と
も
と
米
麦
農
家
で
、

両
親
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
、
コ
ギ
ク
農
家
の
方
と
知
り
合
い
、

栽
培
に
誘
わ
れ
た
こ
と
や
、
行
政
が
地

区
内
の
農
家
に
花
作
り
を
奨
励
し
て
い

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
24
年
前
に
花

き
と
米
麦
の
専
業
農
家
と
な
り
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　花
き
栽
培
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

農
業
大
学
校
の
社
会
人
研
修
で
基
礎
を

学
び
、
J
A
や
行
政
に
教
わ
り
な
が
ら

栽
培
し
ま
し
た
。

　始
め
た
と
き
は
、
早
朝
か
ら
日
が
暮
れ

る
ま
で
ず
っ
と
ほ
場
で
、
花
の
状
態
を
観

察
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ
り

よ
い
物
を
作
る
た
め
に
県
内
外
の
大
き
な

産
地
へ
勉
強
し
に
行
き
ま
し
た
。
大
き
な

産
地
は
土
や
水
の
管
理
な
ど
、
ひ
と
目
見

る
だ
け
で
違
い
が
分
か
り
ま
す
。
何
か
ひ

と
つ
勉
強
し
て
帰
る
つ
も
り
で
行
き
、
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

―
花
き
栽
培
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　　手
間
隙
か
け
て
管
理
し
た
ら
そ
れ
に

応
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
1
㍉

ほ
ど
の
種
か
ら
美
し
い
花
が
咲
く
様
子

に
感
動
し
ま
す
。

　土
の
状
態
や
灌
水
の
量
の
違
い
で
生
育

状
況
が
変
わ
り
、
花
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
で
よ
い
仕
上

が
り
に
で
き
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

　近
年
、
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
花

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
小
学

校
の
児
童
に
地
域
で
作
っ
て
い
る
花
で

卒
業
式
に
身
に
つ
け
る
コ
サ
ー
ジ
ュ
づ

く
り
の
指
導
や
、
花
束
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。
将
来
そ
の
中
か
ら
花
農
家
を

目
指
す
子
が
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

―
今
後
の
抱
負
は

　花
づ
く
り
を
一
緒
に
す
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術

を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
花
き
栽

培
が
活
発
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　平
成
24
年
に
は
、
青
年
農
林
業
者
の

育
成
・
指
導
や
地
域
農
林
業
活
性
化
を

目
指
す
岡
山
県
農
業
士
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
同
じ
花
き
生
産
者

や
新
規
就
農
を
目
指
す
農
業
大
学
校
・

農
業
高
校
の
生
徒
の
研
修
等
も
受
け
入

れ
、
将
来
の
就
農
の
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　J
A
と
行
う
コ
ギ
ク
の
研
修
会
で
は
、

時
期
に
合
わ
せ
て
作
業
の
説
明
と
、
実

践
研
修
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
軽
量
の
た
め
手
軽
に
で
き
る
の

で
、
花
の
栽
培
に
興
味
を
持
つ
方
は
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
花
を
栽

培
し
ま
し
ょ
う
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

花の魅力を多くの人に伝え、
花づくりの仲間を増やしたい
花の魅力を多くの人に伝え、
花づくりの仲間を増やしたい

vol.251

農
を担う

大森 茂利さん
「おおもり　しげとし」
昭和26年生まれ。○岡長船花卉部会部会長。岡山県農業士。ヒマワリ・ブプレウラム・コギク・ラー
クスパーと米麦を栽培。妻と2人家族。趣味はメダカの飼育。座右の銘は「人生死ぬまで勉強」。

長船地区：花き・米麦農家

花
の
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い

花
づ
く
り
の
仲
間
を

増
や
し
た
い

花が咲くころに消費者の元へ届くよう、つぼみのまま出荷します生育状況の確認

花き栽培の思いを語る大森さん
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資料３ 太陽熱を利用した土壌消毒
　　   （少量の土壌）

資料4 太陽熱を利用した土壌消毒（露地）

土を袋の8割程度入れ
時々ひっくり返すなどして
土壌を混ぜる

透明ビニールまたはマルチ

コンクリート

土

畝幅
1.35～1.5m

深植えしない

資料1 2条植え

資料2 収穫
頂花蕾収穫 側枝花蕾収穫

資料5 オオスカシバ 資料6 根が一杯になった株の植え替え

成虫 幼虫 ①根を傷めない程度に少し底を
　ほぐし、古い土を落とす
②少し大きい鉢の底に
　大粒の用土か軽石を入れ、
　底に新しい培土を少し入れて
　植え付け、周囲にも培土を
　すきができないように入れます

株間40
～45cm

◎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培

　鮮
や
か
な
緑
色
と
独
特
の
風
味
が
あ
る

人
気
の
緑
黄
色
野
菜
で
す
。

　家
庭
菜
園
で
は
秋
冬
作
が
栽
培
し
や
す

く
収
穫
時
期
も
10
〜
3
月
ご
ろ
ま
で
品
種

に
応
じ
て
幅
広
く
、
播
種
時
期
や
定
植
時

期
が
違
う
の
で
栽
培
適
期
を
守
り
ま
す
。

　高
温
期
の
遮
光
等
で
暑
さ
対
策
を
行
う

こ
と
で
、
播
種
か
ら
育
苗
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
今
回
は
購
入
等
で
苗
が
確
保

で
き
て
か
ら
の
、
畑
の
準
備
か
ら
説
明
い

た
し
ま
す
。

●
畑
の
準
備

　植
え
付
け
2
週
間
前
に
10
平
方
㍍
あ
た

り
堆
肥
25
㌔
、
苦
土
石
灰
等
10
㌔
、
野
菜

い
ち
ば
ん
等
を
1.
5
㌔
を
土
と
よ
く
混

ぜ
ま
す
。
畝
幅
は
1
条
植
な
ら
70
〜
80

㌢
、
2
条
植
な
ら
1.
3
5
〜
1.
5
㍍
、

程
度
と
し
ま
す
（
資
料
1
）。

●
植
え
付
け

　本
葉
が
5
枚
の
こ
ろ
に
苗
が
手
で
軽
く

引
っ
張
る
と
根
鉢
ご
と
抜
け
る
こ
ろ
に
移

植
し
ま
す
。
株
間
は
早
生
は
40
㌢
、中
生
・

晩
生
は
45
㌢
程
度
で
定
植
後
に
し
っ
か
り

1
〜
2
回
灌
水
を
行
い
活
着
を
促
進
し
ま

す
。
定
植
時
期
は
早
生
で
8
月
下
旬
ご

ろ
、
中
生
・
晩
生
で
9
月
中
旬
ご
ろ
が
目

安
で
す
（
資
料
1
）。

　
●
追
肥
・
管
理

　追
肥
は
植
え
付
け
2
〜
3
週
間
後
、
そ

の
後
3
週
間
後
に
行
い
ま
す
。
1
回
に
つ

き
10
平
方
㍍
あ
た
り
野
菜
い
ち
ば
ん
等

3
0
0
㌘
を
基
準
に
行
い
、
そ
の
後
の
追

肥
は
生
育
状
況
を
見
て
行
い
ま
す
。
早
生

は
生
育
が
早
い
の
で
追
肥
が
遅
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
す
。
1
回
目
の
追
肥
の
と

き
に
除
草
を
か
ね
て
中
耕
を
行
い
ま
す
。

中
生
・
晩
生
は
2
回
目
以
降
の
追
肥
を
や

や
多
め
に
施
用
し
ま
す
。

●
灌
水

　乾
燥
が
激
し
い
と
き
は
、
花
蕾
が
小
さ

く
な
る
の
で
適
度
に
灌
水
を
行
い
ま
す
。

●
収
穫

　頂
花
蕾
は
直
径
10
㌢
以
上
に
な
り
蕾
の

形
が
崩
れ
な
い
こ
ろ
が
収
穫
適
期
で
す
。

品
種
に
よ
っ
て
は
収
穫
後
、
次
々
と
側
枝

か
ら
花
蕾
が
出
て
く
る
の
で
収
穫
し
ま
す

（
資
料
2
）。

◎
夏
の
太
陽
熱
を
利
用
し
た
土
壌
消
毒

　作
物
は
土
壌
中
に
い
る
病
原
菌
に
よ
っ

て
病
気
に
な
っ
た
り
、
土
壌
中
に
い
る
害

虫
に
根
が
食
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
太
陽
熱
消

毒
が
あ
り
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
、
天
候
が

安
定
し
、
地
温
が
最
も
高
く
な
る
7
月
下

旬
〜
8
月
が
適
期
で
す
。
作
物
が
育
ち
に

く
い
よ
う
な
畑
で
試
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

●
少
量
の
土
壌
を
消
毒

　育
苗
の
土
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
な
ど
少

量
の
場
合
は
、
強
く
握
る
と
少
し
水
が
出

る
程
度
に
水
を
加
え
て
、
丈
夫
な
透
明
の

ポ
リ
袋
な
ど
に
入
れ
て
密
封
し
、
20
日
間

ほ
ど
日
な
た
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
置

き
ま
す
（
資
料
3
）。

●
露
地
の
土
壌
を
消
毒

　水
を
溜
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
畑
で

は
、
土
を
細
か
く
耕
し
て
畝
立
て
し
た
後
、

灌
水
を
し
て
、
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
、
ま
た

は
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
密
封
し
ま
す
。
消
毒

す
る
期
間
は
概
ね
30
日
間
程
度
と
し
ま
す
。

こ
う
す
る
と
土
壌
温
度
が
50
℃
以
上
に
な

り
、
土
壌
消
毒
が
で
き
ま
す
（
資
料
4
）。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

人
気
の
あ
る

緑
黄
色
野
菜
で
す

●
梅
雨
か
ら
梅
雨
明
け
後
の
花
管
理

　こ
の
時
期
は
、
花
の
生
育
・
変
化
が
早

く
、
気
象
の
変
化
も
激
し
く
て
、
管
理
作

業
も
慌
た
だ
し
く
な
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
号
で
解
説
し
た
も
の
以
外

で
、
よ
く
あ
る
注
意
点
を
い
く
つ
か
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
ク
チ
ナ
シ
の
せ
ん
定
な
ど

　6
〜
7
月
に
よ
い
香
り
の
花
を
咲
か
せ

る
と
、
8
月
に
は
来
年
の
花
芽
を
分
化
す

る
の
で
、
せ
ん
定
は
花
の
直
後
に
し
な
い

と
翌
年
の
開
花
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

（
間
引
き
せ
ん
定
）

　ク
チ
ナ
シ
は
放
任
し
て
も
樹
形
が
乱
れ

に
く
い
木
で
す
が
、
常
緑
の
た
め
混
み
す

ぎ
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
れ
を
防
止
し
た

り
、
い
く
ら
か
修
正
し
て
形
を
整
え
る
の

が
一
般
的
で
す
。

　ま
ず
、特
別
に
勢
い
よ
く
伸
び
る
枝（
徒

長
枝
）、
株
元
近
く
か
ら
伸
び
る
枝
（
ひ

こ
ば
え
）
は
樹
形
を
乱
す
の
で
、
付
け
根

か
ら
切
り
取
り
ま
す
。

　次
に
、
混
み
合
っ
た
部
分
の
枝
や
株
の

中
に
向
か
っ
て
伸
び
る
枝
な
ど
余
分
な
も

の
は
、葉
を
4
〜
5
枚
残
し
て
切
り
ま
す
。

細
い
枝
や
枯
れ
枝
は
枝
分
か
れ
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
切
り
ま
す
。

（
強
せ
ん
定
）

　木
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
り
、思
い
切
っ

て
形
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
翌

年
の
開
花
を
期
待
し
な
い
で
、
あ
る
程
度

大
き
い
枝
を
含
め
て
切
り
込
み
ま
す
。

（
害
虫
）

　ク
チ
ナ
シ
の
一
番
の
害
虫
は
オ
オ
ス
カ

シ
バ
、
透
明
な
羽
で
緑
色
の
胴
の
太
い
蛾

が
飛
ん
で
い
た
ら
要
注
意
で
す
。
卵
を
産

み
付
け
、
や
が
て
葉
の
食
害
が
増
え
る
と

と
も
に
、
お
尻
に
突
起
の
あ
る
皮
の
硬
い

イ
モ
ム
シ
が
見
つ
か
り
ま
す
。
早
め
に
捕

殺
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
5
）。

◎
バ
ラ
の
枝
整
理
な
ど

　バ
ラ
は
高
温
の
夏
が
苦
手
で
す
。
7
〜

8
月
は
早
め
に
花
が
ら
を
取
り
、
特
に
弱

い
品
種
は
蕾
を
摘
み
取
っ
て
、
株
の
負
担

を
軽
減
し
て
、
体
力
を
残
し
、
秋
に
よ
い

花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
葉

面
積
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

枯
れ
枝
や
細
い
枝
、
特
に
混
み
合
っ
た
部

分
は
切
り
取
っ
て
風
通
し
を
よ
く
し
ま
す
。

　雨
で
の
土
の
跳
ね
上
が
り
防
止
と
夏
の

地
温
上
昇
・
土
壌
乾
燥
防
止
を
兼
ね
て
、

地
表
面
を
バ
ー
ク
堆
肥
な
ど
で
マ
ル
チ
ン

グ
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　黒
星
病
対
策
に
は
、
通
気
・
日
当
た
り

の
確
保
と
同
時
に
、
落
葉
の
掃
除
も
大
切

で
す
。

◎
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
草
花

（
蒸
れ
防
止
）

　5
月
ご
ろ
に
植
え
付
け
た
花
苗
は
順
調

に
大
き
く
な
り
、
特
に
寄
せ
植
え
な
ど
は

混
み
合
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
枯
れ
枝
や
混
み
合
っ

て
い
る
部
分
の
枝
を
間
引
い
て
風
通
し
を

よ
く
し
て
、
病
害
が
発
生
し
に
く
く
し
ま

し
ょ
う
。
花
が
ら
も
早
め
に
と
っ
て
結
実

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

（
水
や
り
）

　花
壇
で
は
広
く
根
を
張
っ
て
い
る
の
で
、

鉢
植
え
よ
り
も
水
保
ち
は
よ
い
と
思
い
ま

す
。
注
意
す
る
の
は
水
切
れ
よ
り
も
排
水

不
良
で
す
。
排
水
が
悪
い
部
分
が
あ
る
と
、

そ
こ
の
株
だ
け
常
に
水
分
過
剰
に
な
っ
て

根
が
傷
み
、
そ
の
結
果
わ
ず
か
な
水
切
れ

で
も
す
ぐ
萎
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
あ

わ
て
て
水
や
り
す
る
と
一
層
根
を
傷
め
て

枯
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
は
水
切
れ
に
注
意
が

必
要
で
す
。
保
持
で
き
る
水
の
量
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
水
や
り
が
遅
れ
る
と

す
ぐ
に
植
物
が
傷
み
ま
す
。
盛
夏
期
は
朝

晩
水
や
り
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　水
切
れ
し
て
ひ
ど
く
萎
れ
た
鉢
に
あ
わ

て
て
水
や
り
す
る
と
一
旦
元
気
に
立
ち
直

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
細
か
い

根
は
枯
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
後

は
前
に
も
増
し
て
萎
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　根
が
少
な
く
な
っ
た
株
を
再
生
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
刈
り
込
ん
で
も
構
わ

な
い
花
な
ら
根
が
少
な
く
な
っ
た
分
、
茎

葉
を
少
な
く
し
、
少
し
日
よ
け
を
し
て
保

護
し
な
が
ら
、
必
要
な
量
だ
け
水
や
り
を

し
て
い
る
と
回
復
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
植
え
替
え
）

　特
に
、
前
年
か
ら
同
じ
鉢
に
植
え
て
い

る
花
で
は
、
鉢
の
中
が
根
で
一
杯
に
な
っ

て
、
水
や
り
し
て
も
す
ぐ
に
乾
い
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
夏
は
鉢
物
の
植
え
替
え
に

不
向
き
で
す
が
、
鉢
か
ら
抜
き
、
古
い
土

を
少
し
落
と
す
程
度
で
も
と
の
根
鉢
を
あ

ま
り
崩
さ
な
い
で
一
、
二
回
り
大
き
い
鉢

に
植
え
、
土
を
増
や
し
て
や
る
と
水
保
ち

が
よ
く
な
り
ま
す
（
本
来
は
、
4
〜
5
月

の
適
期
に
植
え
替
え
し
て
お
く
の
が
適
切

で
す
）（
資
料
6
）。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2021.7

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

梅
雨
か
ら
猛
暑
へ

管
理
作
業
が
慌
た

だ
し
く
な
り
ま
す
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

は摘果

外成りで
果形がよく、
枝はやや
垂れぎみな果実 裾成り果や内成り果は

酸味が強く着色不良

果皮が粗い。
腰高な果実は、
味が悪く浮皮に
なりやすい

果梗が太く天を向いた果実

再伸長した、
副梢を切り返す

新梢の先端は
摘心節から3～5節
程度の硬くなった
節位で切り返す

新梢の先端から1本の副梢を伸ばした場合

資料7 果粒軟化直前の枝葉管理例

資料8 温州ミカンの荒摘果 資料9 有葉果

お知らせ

2021年7月号チラシ掲載商品
・サポーター類
・太陽熱温水器・ボイラー等無料
点検のお知らせ
・博多うまかもん5点セット
・今月のおすすめ商品

購買品注文取りまとめについてのチラシを広報誌「ぱれっと」の中に折り込んでおります
のでご利用ください。

※写真はイメージです

　今
月
の
主
な
作
業
は
ブ
ド
ウ
の
袋

掛
け
・
桃
の
収
穫
・
柿
の
最
終
摘
果
・

ミ
カ
ン
の
摘
果
や
追
肥
の
施
用
・
梅

へ
の
礼
肥
施
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　例
年
7
月
中
・
下
旬
に
は
梅
雨
明

け
と
な
り
、
夏
季
の
高
温
乾
燥
期
に

入
り
ま
す
。
急
激
な
天
候
の
変
化
で

樹
勢
や
果
実
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
日
照
や
降
雨
の
状
況
に
気

を
配
り
、
晴
天
が
続
く
場
合
は
、
灌

水
を
行
う
な
ど
環
境
の
変
化
を
軽
減

す
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　近
年
は
、
夏
季
の
異
常
気
象
が
果

実
生
産
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る

の
で
、
も
う
一
度
、
基
本
を
思
い
返

し
各
自
の
危
機
管
理
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

●
ブ
ド
ウ
の
管
理

　ピ
オ
ー
ネ
等
の
ト
ン
ネ
ル
雨
よ
け

栽
培
で
は
果
粒
軟
化
（
果
粒
を
押
さ
え

る
と
軟
化
す
る
時
期
）
し
始
め
た
こ
ろ

に
最
終
結
果
量
調
節
を
行
い
ま
す
。

5
本
の
新
梢
に
3
房
を
着
果
さ
せ
て

2
枝
は
空
枝
を
作
る
よ
う
結
果
量
調

節
し
ま
す
。
着
果
過
多
に
な
る
と
着

色
や
糖
度
の
上
昇
も
悪
く
な
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
果
粒
が
硬
い
時
期
に
副
梢

の
摘
心
を
繰
り
返
す
と
生
理
障
害
果

（
シ
ミ
・
日
射
・
縮
果
）
が
出
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
果
粒
軟
化
期
ま
で

待
っ
て
、
伸
び
す
ぎ
た
副
梢
の
切
り

返
し
を
行
い
果
実
へ
の
養
分
転
流
を

促
し
ま
す
（
資
料
7
）。

　結
果
量
調
節
後
、
病
害
虫
防
除
を

行
い
早
め
に
袋
掛
け
を
し
ま
す
。
梅

雨
明
け
直
後
に
、
高
温
障
害
回
避
と

着
色
促
進
の
た
め
に
被
覆
を
取
り
除

き
ま
す
。

●
桃
の
管
理

　桃
で
は
、
梅
雨
期
後
半
に
樹
冠
内

部
が
薄
暗
く
な
り
受
光
態
勢
の
不
良

な
園
が
見
ら
れ
ま
す
。
薄
暗
く
な
る

と
果
実
品
質
が
低
下
し
ま
す
。

今
年
は
特
に
清
水
白
桃
な
ど
の

結
実
不
良
樹
で
は
枝
葉
の
伸
長

が
旺
盛
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

木
洩
れ
日
が
入
る
程
度
に
内
向

枝
や
徒
長
枝
を
10
㌢
程
度
残
し
、

数
回
に
分
け
て
切
除
し
ま
す
。

収
穫
は
果
皮
の
緑
色
が
薄
れ
、

地
色
が
白
色
に
な
っ
た
こ
ろ
、

果
実
に
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
慎

重
に
収
穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
か
ん
き
つ
類
の
摘
果

　7
月
上
旬
に
生
理
的
落
果
の

終
わ
っ
た
後
か
ら
8
月
上
旬
ま

で
に
荒
摘
果
、
8
月
中
旬
〜
9
月
上

旬
に
仕
上
げ
摘
果
、
9
月
中
旬
〜
10

月
上
旬
に
修
正
摘
果
の
合
わ
せ
て
3

回
摘
果
作
業
を
行
い
ま
す
。

　荒
摘
果
で
は
、
傷
果
、
変
形
果
、

小
玉
果
を
摘
果
し
ま
す
。
次
に
地
際

な
ど
の
裾
成
り
果
や
品
質
が
劣
り
が

ち
な
樹
冠
内
部
に
着
生
し
た
内
成
り

果
、
浮
皮
果
に
な
り
や
す
い
天
成
り

果
を
摘
果
し
ま
す
（
資
料
8
）。
他
の

か
ん
き
つ
類
で
は
、
温
州
み
か
ん
と

は
逆
に
大
玉
果
を
作
る
た
め
、
有
葉

果（
資
料
9
）、天
成
り
果
を
残
し
ま
す
。

　3
年
未
満
の
幼
木
は
木
作
り
を
優

先
す
る
た
め
に
、
着
生
し
て
い
る
花

は
全
部
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　病
害
虫
の
防
除
で
は
、
ハ
ダ
ニ
や

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
黒
点
病
を
防
除
し

ま
す
。
果
実
の
着
色
開
始
ご
ろ
に
果

皮
が
黒
く
な
る
の
は
、
サ
ビ
ダ
ニ
が

営農部指導課
武田 祐一

原
因
の
被
害
で
す
（
擦
っ
て
も
落
ち

な
い
）。
ま
た
、
葉
や
果
実
が
黒
く
な

り
擦
っ
た
ら
落
ち
る
場
合
は
、
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
の
排
泄
物
に
す
す
が
付
い

て
い
る
の
で
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

急
激
な
天
候
の

変
化
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

農業用シートによる電気事故防止のお願い

　農業用シート等が強風で舞い上がり電線に付
着すると大変危険です。農業用シート等を使用
する場合は、シートの端を確実に留めて、強風
で飛ばないように注意してください。
　また、農業用シート等を屋外に置いておく場
合は、重石などを載せて強風で飛ばないように
お願いします。
　シートが電線にかかった場合は下記へご連絡
ください。

強風でシートが
舞い上がり電線に付着！

中国電力ネットワーク㈱岡山ネットワークセンター 
送電課（福成事業所） 電話086-265-6854

果
樹

会員資格
①JA岡山の「正組合員」であること
②希望する直売所の審査基準を満たしていること
③自ら生産した新鮮で、安全・安心な農作物が出荷
できること　など
申込方法など詳細は、各直売所または直売課までお問い合わせください。
TEL：086-225-3266

JA岡山 農産物直売所 出荷会員大募集！！

ぱれっと　142021.715　ぱれっと　



地域によろこびの
種をまく
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作り方

久山 隆一

地
域
に
よ
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こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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特集 ＪＡ岡山中期計画の取り組み

　今回のあぐろグラムでは、RSK山陽放送18：50～
「笑味ちゃん天気予報」内の「ＪＡ便り」で毎月第４水曜
日に放送されている家庭菜園コーナーについてご紹
介します。
　広報誌「ぱれっと」楽しい家庭園芸の野菜のペー
ジでおなじみ、営農部指導課の宮本大輔営農指導員
が、毎月分かりやすくプランターで栽培する家庭菜
園のコツや気をつけるポイントを解説しています。現
在はトマト、ナス、キュウリ、トウモロコシ、オクラを育
てていますので、ぜひチェックしてみてください。

　　　　　　　　　　　　　編集担当

笑味ちゃん天気予報
家庭菜園コーナーを
チェック！

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

【準備】 ♦粒あんを作っておく。
①熱湯に砂糖と米油を入れてよく混ぜる。
②ボウルに米粉ともち粉を入れ、①を加えてよく
こねる。
③水（40㏄ほど）を様子をみながら加えて、耳
たぶの柔らかさにこねる。
④冷蔵庫で30分寝かす。
⑤粒あんは10等分にして丸める。

作り方

①鍋に水洗いした小豆とたっぷりの水を入れ強火にかける。
②沸騰したら火を弱め、10分ほど煮てお湯を捨てる。（渋切り）
③再び鍋に小豆とかぶるくらいの水を入れ強火にかける。
④沸騰したら火を弱め、小豆が指で簡単につぶれるくらい柔らかく煮る。（１時間ほど）
　※豆が水から顔を出さないように途中で差し水をする。
⑤砂糖と塩を加えコトコト煮る。ゆっくり練りあげ、鍋底が見えるくらいもったりしたら完成。

小豆・・・・・・・・・・・・・・２０0ｇ
砂糖・・・・・・・・・・・・・・160ｇ

（小豆の 80%）
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 少々

材料（約600g分） 作り方
粒あん

米粉・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
もち粉・・・・・・・・・・・・・・・１００ｇ
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ｇ
米油・・・・・・・・小さじ1/2 強
熱湯・・・・・・・・・・・・・・・・２４０㏄
★粒あん・・・・・・・・・・・・２００ｇ
（粒あんレシピを参照）

みょうがの葉・・・・・・・・・１０枚
米油（手に付ける分と焼き油）・・・適量

材料（10個分）

今月の折り込み　2021年7月号カタログショッピング　ほか

⑥④の生地を10等分にし、手に油をつけて楕円
形に伸ばす。真ん中に粒あんを挟み二つ折り
にして端をとじ、軽く押さえて形を整える。
⑦蒸し器で10分ほど蒸す。
⑧蒸した餅をみょうがの葉で巻く。
⑨フライパンで米油を熱し、⑧の餅を並べ両面
に焼き色をつけたら完成。


